
会 議 録  

会 議 の 名 称 平成１９年度第２回行田市次世代育成支援行動計画推進委員会  

開 催 日 時 平成２０年３月２７日（木）  

   開会；１０時３０分・閉会；１１時３０分  

開 催 場 所 行田市役所３階 ３０７会議室  

出席者（委員） 

氏 名 

中村 博行、二本柳 妃佐子、岡村 博子、松田 純子、  

松村 二郎、茂木 幸雄、高橋 信男、湯沢 和枝、黒田 茂子、

長谷川 清、若林 政子、新 美佳子  

欠席者（委員） 

氏 名 

水野 憲司、土橋 優子、今村 晃  

事 務 局 田沼健康福祉部次長兼子育て支援課長、石川主幹、今井主査  

会 議 内 容 

（１）議事  

①  平成１９年度の事業実施状況について  

②  平成２０年度の事業実施予定について  

③  その他  

会 議 資 料 

（資料名・概要等）  

・ 行田市次世代育成支援行動計画推進委員会委員名簿  

・ 行田市次世代育成支援行動計画推進委員会次第  

・ 平成１９年度進捗状況  

・ 平成２０年度事業実施予定  

・ 資料１  行田市次世代育成支援行動計画第５章  

・ 資料２  地域子育て応援タウンについて  

・ 資料３  身近な子育てサービス  

そ の 他 必 要 

事 項 

 



 発 言 者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

事務局  

 

 

事務局  

子育て支援課長 

事務局 

委員長 

 

 

事務局 

 

委員長 

事務局 

 

委員 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

委員 

・ 本日はお忙しい中、ご出席いただいたことに感謝申し上げると

ともに、委員の過半数の出席により、委員会設置要綱の規定通

り、委員会を開催できることをご報告する。  

・ 健康福祉部次長兼子育て支援課長より、ご挨拶申し上げる。  

・ 出席者の皆様に感謝の意を申し上げる。  

・ 委員長に議長として、議事の進行をお願いする。  

・ これより議事に入らせていただく。  

議事１の１９年度の進捗状況について、事務局から説明をお願

いしたい。  

（配布資料の確認をお願いした後、「平成１９年度進捗状況」に基

づき説明）  

・ 意見、質問はあるか。  

・ 議事２も関連があるので先に説明をさせていただきたい。  

（「平成２０年度事業実施予定」に基づき説明）  

・ 現在の学童保育室の申込及び待機の状況はどのようであるか。  

・ ５２０名の定員に対し、５７４名の申込があり、５０７名の入

室が決定している。待機は６７名である。  

 学校の在籍を規定していないので、待機のかたには、ファミリ

ーサポートを利用した空きのある学童の利用も勧めている。現

在は１２名が学区を越えた利用をしている。  

月１５日以内の勤務、勤務が午後３時前に終わる、自宅での自

営業、祖父母との同居が基準となり、待機の順番を決めている。 

余裕があれば、４年生以上の児童でも入室している学童もあ

る。  

・ なぜ、地域子育て支援センター事業とつどいの広場事業を統合

し「地域子育て支援拠点事業」となったのか。  

・ 国が指針を平成１９年度に包括し再編したため。  

・ 目標事業量が定員数を超えているのはなぜか。  



事務局 

 

 

 

 

委員長 

委員 

 

事務局 
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事務局 

 

委員 

 

 

委員 

・保育所では、定員を超えることもできるので弾力的な対応をし

ている。また、市ではパートや毎日の勤務でない家庭でも通常

保育を行っている。  

行動計画は平成２１年度で終結するため、２０年度より後期の

策定に入り、事業・事業量の見直しを行うこととなる。  

・平成２１年度中には見直しを行うということである。  

・延長保育事業の利用者は年々増えているが、働き方の多様化の

中でどのようにニーズに応えていくのか。  

・身近な子育てサービスの１２ページにあるように、延長保育に

ついては、保育園により異なるので、園を選ぶ要素にもしてい

ただいている。  

・その他について事務局から説明を求める。  

・平成２０年３月２１日に埼玉県より「地域子育て応援タウン」

に認定されたことを報告する。  

・後期次世代育成支援行動計画策定のため、平成２０年度にアン

ケート調査を行う。費用は当初予算に計上済みである。国より

策定指針が示され次第、次回の委員会が開催できるものと考え

る。また、目標事業量を定めた事業の進捗状況の公表について

１０月１日を基準に県への報告を行うため、次回は９月上旬に

開催を予定したい。  

（委員に了解をいただく。）  

・教育委員会の事業と背中合わせの部分があるが包括することは

困難であるか。  

・国の組織から考えても、各種協議会等で協力していくことまで

が限界であると考える。  

・市の内部で持ち寄り、市民へのアウトプットが一本になればよ

いと考えるので、今後の課題としていただきたい旨、意見とさ

せていただく。  

・２４時間の対応はどのようにしているのか。  



事務局 
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副委員長 

 虐待通報のために常時３人の職員が携帯電話を所持しているの   

で、直接職員が連絡を受けることができる。  

虐待通報ダイヤルや、子育て総合支援窓口専用ダイヤルは「身

近な子育てサービス」等で周知に努めている。窓口専用電話に

ついては、市報にも掲載し、作製したカードやシールを母子健

康手帳に貼るなどで広報を行っている。  

・他に意見・質問がないようなので、次回開催を確認する。  

・先程９月上旬で了解をいただいたが、８月下旬から９月上旬を

予定したい。  

・以上で、本日の議事をすべて終了した。長時間にわたり、審議

いただき感謝したい。これをもって、議長の職を解かせていた

だく。  

（閉会の挨拶）  

 


